
、を支える空間が用意されていることに加えて࢕ࢸࢽࣗ

運営上の工夫が㔜せとなり、ࡑの㠃では学生┦஫の஺ὶ

を生ࡳ出し、寮の⟶理・運営にཧ画する RAが㠀ᖖに㔜せ

なᙺ๭をᢸっていると⪃えられる。௒ᅇ、2 ᰯの事例を

調ᰝしたが、ࡑの調ᰝ結果からも、RAによる運営や活ື

の㉁を高めるためには、RAの㑅⪃方法の工夫や、研ಟや

ートの඘ᐇがḞかせないと⪃えられる。また、RAの࣏ࢧ

運営や活ືが⮬ᚊ的に⥅⥆でࡁるよ࠺にするためには、

RAྠ士・RAと寮生のᑐヰの場や省ᐹの場の設ᐃ、஺ὶ活

ືのための㈨㔠提供などを㐺ษに行なっていくᚲせがあ

る。ᚑって、効果的な混住寮の⟶理・運営を行な࠺ため

には、このよ࠺な教育的関୚のあり方について㆟ㄽを進

めるᚲせがあり、よりయ⣔化した計画ㄽ・運営方法ㄽの

構築が୙ྍḞである。 

このよ࠺に、寮における教育の㉁を高めることが求め

られる୍方で、大学の国際化にྥけた施⟇として௒後多

くの混住寮が設⨨されていくことを⪃えると、大学ഃの

㈇ᢸが㐣大とならࡠよ࠺に⟶理・運営でࡁるయไや方法

の構築もᚲせである。ࡑの観点から⪃えると、手間がか

からࡎ⟶理がしやすい寮であるとい࠺ᣦᶆもྠ᫬に㔜せ

である。ただし、前㏙のよ࠺に混住寮における⟶理・運

営は、ࡑれ⮬యが学生の学びの㉁につながることもあり、

「学びの㉁を高めること」と「手間がかからࡎ⟶理がし

やすいこと」がトレードࣇ࢜の構ᅗに▷⤡せࡠよ࠺、双

方を高ḟඖで୧❧するため㆟ㄽを進めるᚲせがある。こ

の点では」ᩘのୡ௦の寮をもつ大学における、寮の計

画・運営୧㠃での進化の㐣程から学べる点が多くあると

⪃えられる。 

 

�.� ௒ᚋのᒎᮃ 

上グの⪃ᐹをࡩまえると、大学における学びの場の 1

つである混住寮のあり方を⪃えるためには、௒後は「教

育・学び」と「⟶理・運営」の 2つの観点を視野に入れ、

これらを高いḟඖで୧❧させるための混住寮の建築計画

のあり方、RAの導入もྵめた⟶理・運営のあり方をさら

に研究していくことが㔜せである。また、㏆年は、ᾏ外

でも教育寮が注目を集めており、特に、2010 年度以㝆、

㡑国、シン࣏࢞ール、ྎ‴、㤶 、࣐࢜࢝などのアジア

のトࣉࢵ大学では、R!)# !%*#�$ �&$$!"!（⊂⮬の教育ࣉ

ログ࣒ࣛを提供する学生寮）が導入されるなど、新しい

教育環境࡬のᨵ㠉的ኚ化の₻ὶが明らかになっている。

よって、௒後はこれらのᾏ外の事例もཧ⪃に、混住寮の

建築計画のあり方、RAの導入もྵめた⟶理・運営のあり

方を研究するとともに、混住寮の教育効果や寮生の学び

の㉁を᳨ド・ホ౯する方法を㛤Ⓨすることが求められる。 

ͤ本研究は 2014 年度明治大学新㡿域創成型研究「グローバル化᫬௦の

国際学生宿舎の計画および運営に関する研究」によるຓ成、および 2014

年度明治大学大学院生研究調ᰝࣉログ࣒ࣛຓ成「留学生と日本人学生の

生活場㠃における学び̿寮生活を中心に̿」を受けて行なわれた。 
 
注 1）⾲㸱の作成に当たって以下の文⊩・㈨ᩱ➼をྜわせてཧ↷した。

ᖹ㠃ࣛࣉンは以下にᥖ㍕されているᅗ∧をᘬ用・加工して、ྠ スࢣー

ルとなるよ࠺作成したが、作ᅗ上のไ⣙によるㄗᕪをྵࡴものである。

外観෗┿は඲て➹⪅の᧜ᙳによる。 
஑ᕞ大学：http:��www.isc.kyushu-u.ac.jp�supportcenter�   
housing�dormitory3 
᪩✄田大学：中野国際ࢨࣛࣉ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ・パンࣇレࢵト 
㔠ἑ大学：見学᫬㓄ᕸ㈨ᩱ，㔠ἑ大学国際機構支援室㸭学生部学生支

援課，2�1
.2. 
国際教㣴大学：http:��web.aiu.ac.jp�campuslife�dormitory� 
国際基╩教大学：2�1
 年度教㣴学部学生寮᱌内，国際基╩教大学ࣁ

ス，2�1࢕ࣇ࢜ジング࢘.1 
Ⱚᾆ工業大学: 国際学生寮・パンࣇレࢵト 
❧࿨㤋アジアኴᖹὒ大学：JAFSA-KAIE Seminar 2�1� in Tokyo㈨
ᩱ集，JAFSA, 2�1�.12.1 

注 2）」ᩘの寮を視ᐹした大学に関しては、ᖹ㠃ࣛࣉンと外観෗┿は設 

⨨年が新しいものをグ㍕している。 

注 3）1㝵は 2つのࣘࢵࢽトのࡳ設⨨。 
注 4）7事例を⥙⨶するため、⾲ 3は見㛤ࡁ  。ージの構成としている࣌2
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１，はじめに 
高齢化・少子化および人口転出などの人口減少によ

り、首都圏の郊外で、スプロールによる住宅が空き家

化している事態が、憂慮されており、対策が計画され

ている。 
人口減少と移動に関する実態調査は、政府統計や調

査で多く報告されている。市民感覚として、人口減少

の要因の高齢化や少子化や街の変化の実感がある。私

たちの居住地の動向に関して、既往研究では、住宅・

住宅地の人口移動や街のイメージや、多数の住宅計画

の研究があるが、人々の住宅と住宅地の重要な選択要

因は、まだ十分に明らかされているとはいえない。 
	 住宅計画を広域的総合的に見るとき人々の課題への

対応方法は、まだ未検討な問題が多い。特に、住宅過

剰に悩む郊外では空き家の活用が本格化する時期には、	 	 	 	

大きな変化の計画の必要性が起こると考える。そこで

本研究は、地域の主な住宅形式に基づく住宅地の類型

を基本に置き、①住宅計画と心理学的な機能の要求の

実態とともに②近隣とコミュニティの生活をライフス

キル（参 10）の視点で総合的にとらえ変化の基礎的な

認識を探る。首都圏千葉圏域において住宅地の類型化

を行い、類型が住生活（住まい・暮らし）の一定の特

性を表現していることとその相互関係および課題を調

査し今後の住宅計画のあり方の基礎的な認識を明らか

にする。特に、過剰のストック住宅をリフォームして

活用する変化の動向を意識して、間取りの物理的な条

件だけでなくインテリアのリラックスできるというよ

うな心理学的条件の要因と居住者自身の DIY 改修意

識等を重視し調査・分析を行い、住宅計画の変化のよ

り本質的な要因を探ることとする。 
２．研究課題と調査方法および推理 
【研究課題と目的】住宅と住宅地およびその暮らしの

実態と住宅計画のあり方について、連続的・総合的に

捉えるための研究課題として①住宅と住宅地の建築特

性、②関連する居住者の生活暮らし、および③現代の

住宅事情として新築住宅取得からストック住宅活用へ

の転換期の住生活の意識の 3点から把握することを試

みた。具体的は、以下の 3点の仮説を立て、検証を行

住宅地の類型と心理学的機能から見た住宅計画の課題 
—首都圏千葉地域における事情— 

Housing Planning Issues of House and Life relating to Life Skill and Psychological Function  
- Housing Type of District of Metropolitan Area Chiba- 

 
○服部	 岑生*1，鈴木	 雅之*2 

HATTORI Mineki,	 SUZUKI Masayuki 
	

Abstract	 We study on the relationship of environment, buildings and residents . Firstly we 
research the dwelling types as the influential factor of house and life. This important typology 
means not only the constitution of house types in the surroundings but also indicates implys the 
qualities of people’s present and favorite living way. Secondly we take the focus on residents’ 
constructs of value-system which are like favorite interior design, or favorite neighborhood. The 
other study purpose is to clarify housing culture of community	 through “Life Skill” concept. The 
previous architectural studies analyze these factors respectively but don’t discuss their 
relationship. Our result is as follows: firstly the type concept contrived from residential landscape 
is much sensitive to explain the features of residents’ evaluation to their housings and local 
community activities and secondly their needs to the psychological functions increase like 
relaxation, openness to community and self actualization in the interior space design like DIY.  
 

	 	 	 	 キーワード：インテリア，リラックス、自己実現、ライフスキル､住宅地類型、DIY賃貸	
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Apartment   
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jた。	

①	 住宅地類型`とのʹò意識・・・ǭȜ暮らす主に

Ǯʰとして見える住宅形式で認識される住宅地の

類型と、住宅特性、ȴ˕感、暮らしなどの住生活

のʹò意識—住生活の特Ʈ—に一定の関係性と相互

にȿ立性がある。（基本視点）	

②	 近ǆや近隣との関係と意識・・さらに住宅地類型

`とにコミュニティへの関Ìがɍなり、ƽɘ感な

どの暮らしの意識にʆがjており、見えないī理

として住宅計画の条件となjている。（サ±視点̚）	

③	 住宅計画のʹòとしての心理的な機能性・・・Ĺ

cく、住宅地類型`とにʬȑや間取りだけでなく

住宅に関する心理的な機能性のȖ求があり、住生

活のȴ˕感などに関係している。（サ±視点̜）	

	

	

【研究をȎǃするȍƴ】研究課題ĭび仮説検証の目的

に関�るȍƴが多数ありǛí化（調査Ĵ能）した。実

態¦ー¡のǔ̄および考Ż対ˊとなるȍƴとその相互

関係には、研究テー·と関係性（表 
、表̛）にɝす

ˢり連続性があるので、以下に̉Ɍに説明する。しか

し、本ˆǢでは、ɸ̇の都合でサ±視点̛はĝƽした。	

	 Ǜí化して調査を行うȍƴは①スプロールとして形

ǃされた住宅・住宅地の住宅形式の̎Ǯから見た住宅

地の類型、②郊外生活での住生活の特性となるɞæ学

におけるN地域へのƽɘ心O、NライフスキルOĞとN住

宅のȴ˕感O、およびĹȏに③空き家の活用にʆがると

考えた住宅の心理学的機能なȖ求（後˞）、および以É

の総合としてI住宅地の類型が住生活のˊƮとなるĴ

能性である。	

	【研究Á®ュー】主なȍƴを、Ǜí化Ǉ法とともに学

ʣ的な意ŀと研究Á®ューから説明する。①住宅地類

型は、郊外住宅の·ン�½ンとǅ建て住宅、およびそ

のȯŐ実態をN住まいのĿりに見える̎ǮOを質問し

てN·ン�½ン街O、̭ ǅ建て街̮などと類型化した。·

ン�½ン街は、ůɈ（参̚，
���）で定ʉされている

がその後はない。Nǅ建て街OはǗȈされたことはない。

主な住宅形式に基づく住宅地の特性は、ƒ識的にもƌ

ɍがあると考えられるが、住宅や生活の特性をɝす代

表的で感ƛのʖいǎȐとしてȮめられてはいない。②

のƽɘ感は、建築学に多数の報告があるが、ß分˳の

Čʡʥ生学のʠīß（�	
	）のˆǢが、ǿÙ都心や郊

外住宅地地域を調査し高齢者のɞæへの¶ランティア

活動や子ñたちとのØȫがɞæとのªットワーク形ǃ

とƽɘ心の向ÉでüƝをś˥しているとしており、ま

とまjたǃȂである。NライフスキルOのȍƴは、̫ ̨

̪（
���）によるNǨƒ生活の生cるȏ々な問題や要

求に対して、建ʶ的ġȂ的に対ēするために必要な能

ĞO（参 
	）と定ʉされている。

教ʐɊで˩用されるコミュニ�ー

�½ン・スキルやǨƒ生活スキル

など生活のĞ（スキル）にɘ目し

たȍƴである。ʠī等（�	
	）に

おいてɞæªットワークの質˴が

生活へǴġなġȂをÉ^るとして

いるように、人の生活のĞを探�

うとして研究されてきた。Ǩƒ生

活での自己ĚƭĞと問題ʱȤĞの

ǃȂがあるがそのうちʠ本等

（�		�）ĭびƉ本等（�		�）のス

キルにおける人への相˅・リー¢ー�ップ・計画性な

どの要ɹを参考にし、住宅地での生活のĞを探jた。

③の心理学的機能は、̭空間の心理的機能̮として、Ȧ・
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表	 ̚	 研究テー·の関係
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wW 	#�y 5X6
<i�T»��

-;¼

(GJ���

»J�-;¼

2QVfH»·

¶¯ª®¼

2QVfH»�

��
D¼

2QVfH»b

'$P¼

j�

�����	���m�

R"����~B�¢��

���¥��§�p���

���

�����	�

���!�¥�

�n8��5X

»�¥��6¼§�

�Y-6���

��

�����*�}

����x-�

�T�¥<i 


�N��¦�

���»����

�¼

����C}�

���x-��

��¦¥~n8

 �!�(G�

J���¦��

��»�����¼

¡��¤�4�·

¶¯ª®��¥>

s Zs�3f

����

g����
D

��¥>s Z

s�3f��

��

?F�b���

o���b�§

eP��¥>s

 Zs�3f�

���

´¸­µ¸�[��¨��

¥
v)�1� �Az

%r§S���

(G¬º²®
v)�3f v)�3f v)�3f

©±º°�[��¨��¥ 1� �Nz¹^cz {|_¬º²® ��3f ��3f ��3f

7.�	#�[��¨�

�¥
���� bM@h �k

a�+�¬º²

®

��£�����

�

��£�����

�

��£�����

�

´¸­µ¸�7.�	#�

K����¥
0� «¸¬º° u]�bIJ�

��¤3f��

�

��¤3f��

�

��¤3f��

�

�,d����¥ v)�0� L� \Q]� ��3f��� ��3f��� ��3f���

lEq�~�¤����¤

	#�[��¨����
=U

	��/�:t

��b�J�

ª¶³°& ���

����¥��

���
O���

p9`

住宅系研究報告会論文集11　日本建築学会　2016.12

－ 26 －



 

ĸɈ（
���）によりǗ起されている。主ʰ的Ɩɠ感（ä

ʠß �		3）とともに、空間の新しい意ŀとして研究さ

れている。そのßにも、ĳƊß（
��3）のライフス¡

イルのòûʰとしてN�とりOの研究があり、心理学

やɞæ学から、建築の意ŀ

を探る試みがȮめられ

てきた。建築学では、

高Ɉ（�			）やȀɈß

（�		�）がライフス¡

イルにおける住宅計画

の方法を研究している

が、住宅や空間の意ŀのɏ見というよりは、計画目的

の要ɹとして計画方法に重点をおいている。その後、

研究のƅ˸は見えない。	

【調査方法】	 主な調査̈目（表̛および̜）は、基

本となるȍƴのための 
.住宅地の類型、̜̗住生活の

ȴ˕ƛ、̞R̠のライフスキルのȍƴのためのコミュ

ニティ活動への参ğ意Ȗ、近ǆや地域への̝ ƽ̗ɘ感、

および̢と̙̗̚の住宅に期Ʃする心理学的な機能特

性として必要条件とă˕条件である。	

	 イン¡ーªット調査（2016 ƕ 2 ǳ、ȋ者ŧʵした

ɮ者のȿ自調査）を行い、千葉市の住宅を主とするĥ

と首都圏方向およびį対方向の 3 市としď型的な郊外

地域`と100サンプル合計600サンプルを選�だ。（表

3）そのßのȝ̄ŉのフィル¡リン�条件では、地域

のȞɂが 10̓ɦƛになり、ǲ近のǍち家住宅移動の要

因を重視し 2 人以ÉÍƑ 50̓以É、ƕ齢Ɔ 30 ș以É

で 40 ǈ未ȴ（60̓以É）､Ơj˔しɽȚ 5 ƕ未ȴ（50̓

以É）およびǍち家 50̓以Éの対ˊにした。そのɾȂ、

主なそのßの対ˊの特性は、表 4 および表̞のように

なjた。 
【調査分析の考え方】	 調査対ˊ地と調査̈目のʶ定

と分析のěǗとして、研究のȎǃでɝしたように、千

葉市の郊外の住宅・住宅地の千葉地域の特性を明らか

にするが、主な住宅形

式による住宅地の類型

化は、ªットȋ者調査

では条件ʶ定が̅しく

千葉地域のȝ̄ŉの»

¦ルになjていると

はいえない。類型の

ŪŐは明らかにでき

るが、ƔŒや分Ɛを

明らかにするのには

¦ー¡は˩Ėでȹい。

そのためにðえば

N·ン�½ンの街Ï

みOとNǅ建ての街

ÏみOの類型を

ɛ認出Ǿる

が、統計的

な関係—多

少は把握で

きない。本

研究のǴġなǃȂは千葉地域の類型`との住生活の特

ʗであり、それを重点に分析する。	

[．住宅�住宅地類型と住宅のAQ2�5F6の事情 
	 住宅・住宅地の特性について､特Ȝの調査の新ʬの工

šをしていない。住宅地の類型は、これまで学ʣ的に

は多くの事ðがありǮʰや住宅のŸƛのʰ点からȍƴ

Ȏǃが行�れてきたが、ここでは質問NĿ˛のɅŚに

あてはまる住宅形式OへのŇɰから、ǅ建て街・·ン

�½ン街などのƒ識的な分類で類型化（表̛、̜）し

た。そのÉで、住宅はNȎˣ・性能および暮らしOか

らみた総合的なȴ˕感、住宅地についてはN地域ある

いは近ǆOへのƽɘ感を調査した。住宅地類型（表̟）

のȎǃȞは、調査対ˊ地域の住宅地のȏ子に対応して

いるように感cるが、十分なŲʰ性はない。	

表	 
	 調査対ˊ者	

表	 ̟	 住宅地の類型 

表 ̞	 対ˊ者・住宅の特性
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表	 ̜	 調査̈目のǛí化 
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【住宅地類型`との基本特性】	

表̟に見るように、·ン�½ンが立ちÏx·ン�½ン

街、ǅ建て住宅街と·ン�½ンとǅ建てがȯŐする住

宅地街およびそれらのȯŐする街（ȯŐ街）が、主要

3 類型

といえ

る。住

宅ʬȑ

でȞ˙

すると、

·ン�

½ン街

とȯ合街では

�	R
		 Ç、

ǅ建て（Ō 
）街は �	 Ç未ȴR
�	 Ç以Éに広く分Ɛ

してƌがある。	

続いて、総合的なȴ˕ƛ（ȴ˕・ややȴ˕のȞɂ、Ō

̛）では、Ńƙ・˚Ǽ部がやや高い、どちらともいえ

ないまでのȞɂをĉれるとのǅ建て街、·ン�½ン街

の̉となる。

ËȴのȞɂ

の方は˚Ƈ

Ǽ、ȯŐ街、

ア­ート街

で高い。ȕ

に ƽ ɘ 感

（Ƣい､や

やある）（Ō 3）で

は、Ńƙ˚Ǽ

部、ȯŐ街で

̉に高く、·

ン�½ン街、

ǅ建て街住宅

地の類型と、

住宅の総合的な

ȴ˕感および近

ǆ・地域へのƽɘ感は、住宅地の類型`とに一定の̉

Ƙ関係があるようだ。さらにȴ˕ƛが高い̉とƽɘ感

がƢい̉はˠの関係があるように見える。ǅ建て、·

ン�½ン街でȴ˕ƛが高く、·ン�½ン街、ǅ建てで

ƽɘ感がèい。ȯŐ街、ア­ート街でƽɘ感が高く、

ȴ˕ƛがèいなど。	

\．:1C?の������と住宅地	

	 住生活の問題を捉える̀に、住宅の近þのƜなど、

およびコミュニティ、Ŀ˛の地域のアメニティーや自

ȻɅŚなどが重要である。これまで住宅の近þの問題

は多くの研究の対ˊになjてきたが、ここではĿ˛の

コミュニティや地域Ǧʶとの関�りにȺ点をあてる。	

	ąに見

たように

Ǩƒ生活

の問題や

要求に建

ʶ的ġȂ

的に対ē

する能Ğ

である。そこ

で、その一部

になると考えられる人が地域で行な�れる市民活動の

実態を把握するとともに、住宅地の類型と生活の総合

的なȴ˕ƛを基ȶにȞ˙検討する。	

	 さらに、地域のコミュニティ活動として①Ǧʶę用

や②地域のイ´ント活動への参ğは、住生活のÉで基

礎的な意ŀだけではなく、ライフスキルのßのý̇で

ある対外的なɨȌ性をɝすものと考えられる。このÎ

者と地域へのƽɘ感および住生活の総合的なȴ˕ƛは、

関係があると考える。ここでは、ě者①の活動を、$��

がɝす市民のNǨƒ生活スキルO（参̠）と捉えて検討

するために、̋ ƛǳ̚Ň以ÉのǦʶę用活動（Ōǰ̏、

博物̏、コンサート、Ǫ画などのĀし物）としてŇɰ

した選択ʎを計数し参ğƛ数としてクロス̄計した。

統計は住宅・住宅地の特性

に応cて変化している。本

Ǿ必要なスキルであるなら

ば、住生活の課題とすzき

であ�う。	

	 いeれの住宅地でも参ğ

ƛ数（	Ň、Ō̝）が、
	̓

ɦƛŪŐしており、ɨȌ性

がないといえる。参ğƛ数

の多少でʲうと、·ン�½

ン街は参ğによるɧ類が多

く、ǅ建て街は少ない。い

eれももjとも少ない住宅地は､ア­ート街とȯŐ街

Ō	 �	 住宅地とɞæ活動	

Ō	 
	 住宅地とǦʶę用	

・イ´ント等参ğのƛ数	
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である。	

	 後者②については、選択ʎのŇɰの計数（表̛）活

動の多さ̥活動ƛ数とした。近ǆや地域のɞæ活動（市

民のサークル活動、高齢者やʐĈへのţÞ活動、自ȥ

æ活動、ɲ理ɼ合活動など）への活動ƛ数（Ō̞）の

住宅地Ęのā向を見ると、活動ƛ数 	のĝ合が多く、

��̓以Éである。ア­ート街のみ活動ɧ類が相対的に

多く �	̓ĵである。	

	住生活のスキルは、居住地への関�りにおいて学生な

らばŌǰ̏で調査ːǣを参考にする、市Ƨǆで市民相

˅に行くことや、近ǆの高齢者の見Ůり活動に参ğし

コミュニティの問題ʱȤにĩĞするなどに関�るスキ

ルであるが、いeれの参ğと活動もɨȌ性がèいよう

にもみえる。Ǩƒ生活のスキルがこれだけのǎȐでは

把握できないものであ�うから、問題をɏǒしどのよ

うにスキルを高めるかより˟求が必要であ�う。また、

住宅ì剰の時代で、ライフスキルのĞが住宅取得の行

動にどのよう変化をÌえるかなどの検討ʊ、今後の課

題である。なお、ここではĝƽしたが、総合的なȴ˕

ƛの対応は、明ɛでない。	

]．心理学の����� Pからの(題のI0	

	 住宅問題を、かjてのǅ数Ë˕・ʬȑË˕、さらに

間取りの近代化の条件からでなく、�とりあるいは¦

�インの質などからとらえる新しい試みが行�れてき

た。現代

では住宅

はù人の

選択の対

ˊであり、

住宅計画

の研究は、

基ȶをž

くこと

でなく

ˉかな

住宅をǗȈし、住宅̅の問題を自己でʱȤ出Ǿない人

に対する ーフティーªットの政策で対応するなど方

向が変�jてきている。	

	 Ǎち家を人生の�ールとする住宅取得のプロ スは

基本でなくなり、よりù性的な目Ȑを実現する住宅取

得のìʨが必要であるように考える。（参 

）住宅取

得の視点から、ǲɻ的に取得される住宅でなく人生の

ライフイ´ントのいeれにおいても、ȡȶの高い住宅

の取得の機æがあることが重視される。特に、Ǎち家

取得Ɔの住宅問題でなく、賃貸住宅Ɔの住宅問題は、

ƫǾ多くはČč住宅問題であjたので、住宅の建築計

画でいえばʬȑȡȶやƔ̇計画の質などの改ņが課題

であjた。しかし、現代では､賃貸住宅は都市のʚƕƆ

から高齢者ƆまでǍち家を選択しない民間賃貸住宅居

住者の問題であり、住宅計画問題もあるが、居住者自

身のù性的な住宅条件をă˕できない点に問題が出て

いる。（参 
�）	

	 そこで、ʚƕƆなどの賃貸のſʬȑ住宅における基

本課題にȺ点をあて①ʬȑによるɀſ居住および②�

とりの¦�イン性のȔŦによる問題と捉える。①は、

ʬȑË˕による居住ȡȶのèさといえる。②¦�イン

性のȔŦは、̧̩̬ɟȗなど住みこなしへのĚ˼とと

もに居住性のŏ˝であり､ここでは心理学のプライ¬

�ー空間の必要性の研究ʟɨを˰慮し、そのɛöă˕

できない課題として捉える。	

	 プライ¬�ーについては、ĳď的なプライ¬�ーȒと

い � れ る

"he	 right	

to	be	alone

が主ơされ

た 
��	 ƕ

にはcまる

が、ƣ時の

ʰ点は変化

し、プライ

¬�ーóŵ

öの必要性

からɳŋの

ǌ大と˥Ș

が大きい。

建築学でも

住生活でのプ

ラ¬�ーの必要性が意識されてɏƅしてきた。しかし、

プライ¬�ー研究のȮ化は特にȹく、ここでは心理学

のǃȂ（参 
,�、Ō �）を˩用し、い��る視ʄóŵ

ではないリラックスなどの空間に要求される機能性

を探求した。	

	 Ȧß（
���）は、人の性格と心理的な機能の関係を

主に研究し、インテリア空間Ęの心理的機能をƅ˸し

た。	

Ō	 ̟	 インテリア空間Ęの心理的機能 
（参 4 および� から、ɮ者がǡ理）） 

Ō	 ̠	 心理的機能要求のɦƛ 

Ō	 ̡	 心理的機能のɛöのɦƛ 
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	 ĤȬら（
���）にNプライ´ートスµースにおける

プライ´ートなƵ考OとNプライ´ートなȠ分O、Nプ

ラ´ートな物OおよびNプライ´ートなæʼOを調査

して分類し、プライ¬�ーの !elf�ego、Environ3ental、	

Inter6ersonal の 3 つの意ŀ�Ȩ	
�にʆがるプライ¬

�ーのóŵを˻\要求があり、住宅でのスµースのɛ

öが行�れているとしている。ĤȬ等とȦ等の関係は、

Ĺ時期ながら見えない。その後、ĤȬら（�		�）は、

šŨĘźųƁźの現ˊの意ŀをN一人になれるŘǆO

として捉え̛ĝの実態と �ĝの要求のŪŐを報告して

いる。一人になれることの意ŀをNùの要求Oとして

いる点で、Ȧ等の心理的機能でǗ起しているĐŷにˢ

cていた。	

	 そこで、本研究は住宅Đの行ȸ現ˊでなく、心理的

な意識から調査研究した。Ȧ等の心理的機能（
���）

の 3ɧ類の機能をěǗに、①�jくりåƷしリラック

スできる時間や空間、②ʯしい人とčǴできる時間や

空間、および③

ǭȜの自分とは

˨うĘの自分を

表現できる時間

や空間として質

問を表現した。

ĤȬ等のŘǆや

行ȸの名ɤをïう質問

は理ʱのčˢ性は高い

が、ここ

ではより

Ȯく意識

を探求す

るために

心理的な

意ŀを表

現する質

問（表 �）

とした.

ʲˀの意

ŀやニュ

アンスは

ıけǇと

の関係で

ȤまるのでË

ů定であるとともに、Ȧらの心理的機能のʲˀ表現と

の意ŀ一ʔが十分にとれていないと考えるが､機能的

要求のȍƴをǛí化するǇ続きとした。さらに心理的

機能の必要性（Ō̠）とă˕性（ɛöされているかど

うか、Ō̡）をĥĘする質問をĹ時に行jた。	 	

	 機能Ęでは、要求の高い̉でリラックス、人とのč

Ǵ、自分の表現となjており、ɛöの高い̉もĹȏで

あるがいeれ

も要求とɛö

の間にƌがあ

る。	

	 ȕに �Ȝ˿

ʹòの心理的機能Ę

必要とɛöのɦƛの

調査ɾȂをɺŁƔŒし、住宅地の類型とのクロスでǡ

理した。Ċ体にリラックスの機能的な要求が高いので、

住宅地ĘにȞ˙する（Ō̢）と、要求のƔŒûの高い

̉では、ア­ート街、ȯŐ街、·ン�½ン街となり、

ǅ建て街やŃƙ・˚Ǽ部では高くない。リラックス

要求は、プライ¬�ーóŵに関係していることがǖ

理できるが、本

研究では、住宅

地Ÿƛによるプ

ライ¬�ーóŵ

の関係は調査し

ていない。住宅

形式と関係しŸ

ƛの高èにより、

プライ¬�ーの

要求が出ているのかもしれない。Ō �のインテリア空

間Ęの心理的機能の要求でȞ˙する（Ō 
	）と、高い

̉でリラックス、人とのčǴから、自分表現になり、

·�ローのȖ求のȜ˿説にʆがjていると考えられる。	

^．住宅の��方にS	る!@的8<的I0	

	 本研究の

要因調査・

分析のsら

いの一つと

して、心理

的機能要求

を取りÉ^

る考え方は、

住宅の総合

Ō	 ̢	 住宅地とリラ

ックスの要求 

Ō	 
		 心理的機能の要求とɛö 

Ō	 

	 Í代と住宅ʬȑ 
Ō	 

	 賃貸住宅の問題（多重Ňɰ 3 以下） 

Ō 
�	 Í代と賃貸・Ǎち家 Ō 
� Í代と賃貸・Ǎち家

 

Ō 
3	 Ǎち家・賃貸のȴ˕

 

Ō 
3 Ǎち家・賃貸のȴ˕

←è	 ȴ˕	 高→ 

Ō	 12	 ƕ齢とǍち家・賃貸 

Ō	 13	 Ǎち家・賃貸のȴ˕ƛƌ 
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的なȴ˕ƛの点で 
	 ǈ未ȴのʚƕƆのſʬȑ住宅に

問題があるとƻ定し、ëらかの改ņの視˳を得たかj

たからである。調査¦ー¡からも、ʚいÍ代が住宅ʬ

ȑで相対的にſʬȑ住宅の居住ĝ合が高く（Ō 

）、

賃貸住宅ƆのȞɂ（Ō 
�）が多い。そしてȴ˕ƛの点

では、Í代間でみるとƌが少ないが賃貸居住者が多い

ʚいÍ代にȴ˕ƛがèい（Ō 
3）といえる。	

	 ąの賃貸住宅においてプライ¬�ー機能のɛöのɦ

ƛがèい点

が関係して

いるかもし

れない。な

お、Í代間

でȴ˕感の

分Ɛにƌがな

い点は、本調査は、ù人へのイン¡ーªット調査であ

るので、ÍƑ主ではない点の特ƮがɾȂに出ていると

も考えられる。	

	 ʚƕƆの賃貸住宅

の問題点としてŇɰす

る̈目に、高いç置に

間取り、ȲȼɅŚに

続き DIY ɟȗによる�ス¡ム化Ěɷの問題のǎǚがあ

る。（Ō 

）	

	 本ˆでは、Ȩ視するワンルームやア­ートなどの住

宅が､近ƕ住宅ストックの過剰時期にĉり空き家化が

目立jている。今後の期Ʃもあるが過剰住宅のうちÐ

ʬȑの·ン�½ンのȫ動化が起こり、新しい賃貸住宅

としてワンルーム居住ニー�をă˕するȏになるとÓ

ƻする。（参 
�）特に、úりǇˋǋ DIY 賃貸住宅（DIY

賃貸とɋɤ）への転換が、政府からŅɏ活動（参 
�）

がされている点をʑǮに調査を行jた。	

	 そのɾȂ、調

査サンプルĊ

�3� のうちǭĭ

するとしたŇɰ

は、��.�̓（Ō


�）であjた。

さらにその賃貸

居住者のÍ

代ĘȞɂで

は、�	 ș以ÉのƆで、�	 ­ー ント以É、よりʚいƆ

でも 
�̓ĵのǭĭをÓȳ（Ō 
�）しており、ŽǾのǭ

ĭĴ能性を感cる。また、ƕ齢Ɔが高い{どÓƻが高

い。現Ő多くの賃貸住宅が DIY などによる住宅の改変

をɟȗしているÐで、DIY 賃貸は、居住者の住宅の心

理的機能のɛöのためのù性化、住みにくさの課題ʱ

Ȥ、住みこなしていくÞǓけとしてǭĭするとʱ˱で

きる。ǭĭには、Ɠ広いƕ齢Ɔのニー�があり、その

ıけɑとなる過剰のために空き家化する住宅での市Ř

へǗñがǭĭするĴ能性をÓƻできる。さらに、その

ためにōなどの広報­ンフ（参 
�）でǗñされる DIY

の特ɷŤɷ方式が必要にな�う。	

	 そこで表̠で̞ƕ以Đの住宅移動の多い調査対ˊ者

のインテリアに関する重要およびËȴ事̈を見ると、

̚çůĊů心、�çNリラックスOとなり、
çにNDIY

できるOこととなjている。Ëȴ事̈のŇɰの̉çで

はインテリアの質、Đʧのǻǣとʗ̘ȄへのËȴがÉ

çにあり心理的な機能が重要である。Ňɰ者のうちÐ

ĳ住宅の˒ĉ者のËȴとして、NリフォームȰみOがË

ȴリストにĉjておりǀ行のリフォームȰみÐĳが˒

ĉ者の要Ƕに対応していないことをɝしている。（Ō



 参）変化の要因となると考えられる。以É、今後の

住宅の変化のありうる要因のÓȳとして考Żした。	

_．�とめ 
	 郊外の住宅地とそこでの近ǆや地域との関係の暮ら

しなどの住生活の実態、住宅の心理的な機能のɛöの

ɦƛ、さらに一ʕ広告でȫˢするNリ«´住宅Oの意

ŀを明ɛにした DIY 賃貸住宅のǭĭ性など、郊外の住

宅の多数のト¯ックスを調査し、住宅のȴ˕ƛ、地域

へのƽɘ感などから一定の基本的な関係性を探るとい

う研究Ȏƻであjた。ǲėにɝした仮説的な課題を検

証しながらˆを˥めた。まとめとしておおむs以下を

得た。 
̚）住宅地`との特性・・・多ȏなĐŷの表出として

N·ン�½ン街ONǅ建て街OおよびNア­ート街ONȯ

Ő街Oの名ʺȍƴからƻĂできる住宅の実態、近隣生

活の実態とそこでの住生活をあるɦƛȭƦにすること

が分かjてきた。このǛí的定ʉがǴġであることを

ɝすɾȂであり、N??街Oは、住生活の実情をɝす

Ō	 
�	 DIY 賃貸住宅のǭĭ 

Ō	 
�	 Í代と DIY 賃貸住宅のǭĭ 

+�2� 3�5 6 7 8 9 :

���� \[RNP �%� V\IW\_ =>?CAH ��TOJ] `/�$a

659 5<5 595 74 69 56 `�!�a

�EDB 
"F1
J]S\ITO

J]F,
	'F��


"FTOJ

]
	'F&b�

J]S\IF�

GCD@

597 :: 66 59 57 54 <

�EDB  KU�%
*�QJXZ_

M_^�1

) \WL_Y�G �.�%

`��-�#F

Ga

7< 54 ; ; 8 7

J]S\I0(�2

J]S\IF���2

-���F���2

表	 7	 インテリア等のǲも重要・Ëȴ事̈̉ç 
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基本ȍƴになる類型の名ʺではないかと感cた。·ン

�½ン街などは事ȋ主`との計画ʶ計̊域でなく、建

築計画の対ˊにできれば、今までにȹい問題ɏǒやɞ

æ的なˌɁにƅ˸していくことが出Ǿるとも考えた。 
̛）近ǆや近隣地域との関係・・・まだŲʰ性がö証

されていないかもしれないが、住宅のȴ˕ƛはǅ建て

や·ン�½ンにおいて高く、近ǆや地域へのƽɘ感は

ア­ート街やȯŐ街で高いというɾȂ、近ǆとのĠけ

合いやɞæţÞなどへの参ğについて、N生活のスキルO

というʰ点で見たが、Ĩ数ě後の人が参ğや活動して

おらe必eしもスキルになjていないというɾȂとな

り、現代のɞæが˷˶的な性質をǍjていることが見

えたともいえる。この̇でも住宅地の類型との対応が

あり、̚）のまとめとĹȏに、より探求されれば実情

の理ʱにǴġである。 
̜）心理学的な機能性・・・住宅計画の新しい視点と

して心理的機能性が住生活の実情を説明できるȍƴで

あり、必要とされながらă˕されていない現実を一定

ɦƛ明らかにできたとƵう。住宅地の類型で、必要性

とそのɛöのÁ´ルがɍなjている。ア­ート街・ȯ

Ő街・·ン�½ン街が必要性が高くɛöのɦƛがèい

というɾȂは、それらの住宅地と住宅の計画の問題で

あるǖȳすると、明ɛな要因分析ではないが、Ÿƛの

高い住宅地の建築計画や¦�インの問題である。高Ÿ

ƛは都市のÓ条件として考えることも出Ǿるが、建築

的なʱȤではŊ̅なĐŷをĽ�でいる。 
	 心理学的な機能 3ɧ類を①NリラックスOをù人の

ă̆、②N人とのčǴOを近ǆへの関係性、③NĘの

自分のためOを自己実現などとʲい換えると、①を基

ɓに②と③でコミュニティへØĮする�ªル�となる

とƻĂできる。生活スキルの方も近ǆやɞæとの関係

性をˊƮしており、今後住生活の改ņに向けてより研

究の探求が必要というɝłにつながjたとƵう。 
̝）úりǇˋǋ DIY 賃貸住宅のニー�とǭĭ・・・ʚ

ƕƆのみならe �	 ǈ以Éの高ƕ齢Ɔにもニー�がǴ

り、高ƕ齢ƆにǭĭのÓƻが高いŇɰを得た。この¦

ー¡は、NúりǇがˋǋする DIYO、NDIYOおよびN賃

貸住宅Oの 3つの特性へのŇɰで、どの特性へのどう

いうŇɰかが明ɛでない。また、ǭĭについてもĹȏ

で十分に分析できない。おそらくまだǭĭがない DIY

賃貸住宅に対するʏ定的なį応があjたいうことはで

きる。実̀の既Ū住宅の市Řに対するļ定的なį応と

して˂むことが出Ǿ、過剰ストックが市Řにȫˢする

にはúりǇの要Ƕ条件でñɿされる必要性があること

をɝłした変化のÓĄと考えられる。	  
	 以Éを､一Ș˥めて郊外の住生活問題として考える

とǭȜの建築的な実˖では改ņできない課題が多い。

今後建築計画のɏƅにはより大きな一Șと方向のǌ大

転換が必要ではないか。	

	 研究としては、現ŐのǃȂではǖ理が多くȍɋ的で

課題がțjた。今後、Ë十分・未ɘǇ・未ʱȤの課題

についてĐŷをさらにɵ査し研究を˥めたい。	  
	 なお、本研究は、ɣ学研究ˎǏǄ的ʝʙ研究（�	
�

R）N建てǱえできない住宅ŉ地の˷ř感とコミュニ

ティ再生—代Ǳ建Ǳえに関する参ğ型研究OのˡÐǃȂ

である。	

̤Ȩ̦ 
Ȩ̚）	ĤȬ等（
���）のˆǢÐで出ďが明ɝされていない。	
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